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１ 研究の成果 
(1) 自己評価を行うことが難しい子供の自尊感情の傾向を把握する方法として「他者評価シート」
を開発し、一人一人の自尊感情や自己肯定感の傾向を把握する方法を提示 

(2) 学校の教育活動全体を通して意図的・計画的・組織的に子供の自尊感情を高めるための教育を
推進するための方法の提示 

２ 研究成果の活用 
 子供の自尊感情や自己肯定感を高めるための教育の推進に活用できる「子供の自尊感情や自己肯
定感を高めるための指導資料」【発展編】の都内公立学校等への配布し、学校での家庭や地域と連
携した教育活動等に活用する。 

＜研究の成果と活用＞ 
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第１ 研究の概要 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究のねらい 

○ 自己評価を行うことが難しい子供の自尊感情の傾向の把握方法を開発 

○ 学校の教育活動全体を通した意図的・計画的・組織的な取組についての効果検証

平成 23 年度教育課題研究 
自尊感情や自己肯定感に関する研究（４年次） 

 ＜関連施策等＞ 
・東京都人権施策推進指針 
・「東京都教育ビジョン」（第２次）重点施策 25 

「人間関係を築く基礎となる力の育成」 
・平成 23 年度教育庁主要施策 

〈豊かな心を育てる〉 
〈国際社会で活躍できる人材を育てる〉 

・東京都特別支援教育推進計画第三次実施計画 

＜社会背景と学校の現状＞ 
・核家族世帯の割合の増加 
・地域の人間関係の希薄化 
・人間関係を築く力や規範意識の低下 
・いじめや不登校などの問題 
・生命尊重の心の乏しさ 
・自尊感情や自己肯定感の低さ 
・特別な支援が必要な子供の教育の充実の必要性 

３年次(平成 22 年度) 自尊感情測定尺度（東京都版）「自己評価シート」及び発達段階に応じた指導方法の開発 
○ 発達段階に応じて自尊感情の傾向を適切に把握する「自己評価シート」(質問項目 22 項目)及び３つの観点による傾向分析等の開発 

→「子供の自尊感情や自尊感情を高める指導資料【基礎編】」の作成・配布（都内公立学校・園の全教員に配布 63,500 部作成） 
○ 研究協力校・園（文京区立第一幼稚園、荒川区立峡田小学校、立川市立立川第三中学校、都立荻窪高等学校）による実践事例開発

２年次(平成 21 年度) 自尊感情の定義付け、自尊感情の傾向を客観的に把握する「自己評価シート」の開発 
○ 児童・生徒等の自尊感情の傾向を把握する「自己評価シート」（質問項目 32 項目）の開発 
○ 研究協力校（大田区立小池小学校）において、「自己評価シート」を活用した実践 

→研究概要（リーフレット）の作成・配布（都内公立学校各１部ずつ配布 3,500 部作成）

１年次(平成 20 年度)「自尊感情とは何か」を明らかにし、子供の自尊感情を高めるための５観点を設定 
○ 心理学者ローゼンバーグなどの自尊感情の捉え方についての先行研究から「自尊感情とは何か」について明確化 
○ 自尊感情の傾向を把握するための意識調査の実施（都内公立小学校第１学年～高等学校第３学年の児童・生徒 12,740 名） 

→「自尊感情を高めるための発達段階に応じた指導上の留意点」（試案）の作成 

＜研究成果の活用＞ 
子供の自尊感情や自己肯定感を高めるための教育を推進するための「子供の自尊感情や自己肯定感を高めるための

指導資料」【発展編】を都内公立学校等に配布し、学校での家庭や地域と連携した教育活動等に活用 

研究の方法 

 【研究協力大学】 
調査研究 

（慶應義塾大学） 

・自己評価を行うことが難

しい子供の自尊感情の傾

向を把握するための「他

者評価シート」の開発 

・自尊感情の高低に関連す

る要因に関する調査研究 

・研究協力校における「自

己評価シート」等の調査

及び分析結果を踏まえた

助言 

【東京都教職員研修センター】 
基礎研究及び開発研究 

・自己評価を行うことが難しい子

供の自尊感情の傾向を把握する

ための「他者評価シート」の開

発 

・全教職員が教育活動全体を通し

て、意図的・計画的・組織的に

取り組むための基礎研究 

・「自己評価シート」を活用し、

子供の自尊感情の傾向を把握し

た授業実践等の実践研究 

・指導資料の作成と普及・啓発 

【研究協力校】 
実践研究 
小学校(国分寺市立第五小学校) 
・自己の成長を振り返る学習 
・自己の個性を発見する学習等 
中学校(清瀬市立清瀬中学校) 
・生命の大切さを考える学習 
・友情の尊さについて考える学習等 
高等学校(都立第三商業高等学校) 
・主体的に進路を考える学習 
・成就感や連帯感を味わえる学習等 
特別支援学校(都立墨田特別支援学校) 
・自己評価を行うことが難しい子供
の自尊感情の傾向を把握するため
の「他者評価シート」の開発等 

目指す子供像 
すすんで自分のよさを発見し、自分をかけがえのない存在だと思い、自信をもって行動する子供 

研究仮説 
子供の自尊感情の傾向を把握し、学校・園の教職員の共通理解の下に、教育活動全体を通して自尊感情を高

めるための取組を意図的・計画的・組織的に推進することによって、子供は、すすんで自分のよさを発見し、
自分をかけがえのない存在だと思い、自信をもって行動するようになるだろう。 

４年次（平成 23 年度）の研究

１年次から３年次までの研究
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第２ 研究の背景とねらい 

１ 研究の背景 

本研究は「東京都教育ビジョン（第２次）」（平成20年５月）に基づき、「子供の自尊感情

を高めるための教育の充実」を推進するための研究として、平成20年度より５ヵ年計画で進め

ているものである。 

本研究に関する現状と課題として、「東京都教育ビジョン（第２次）」では、「他者との人

間関係をつくることが不得手になっている子供が増え、そのことがいじめや不登校などの問題

の一因になっているとの指摘がある。人間は他者や社会との関わりの中で生きていくものであ

り、人間関係を築いていく力の育成は重要な課題である。」と述べている。次代を担う子供た

ちが、他者や社会との関わりの中で生きていくためには、人間関係を築く力を身に付け、自分

と他者との関わり、社会の中での個人の役割や責任に対する自覚などを涵養し、社会への参画

意識を高めることが必要である。 

一方、教育環境の整備の視点からは、全ての子供たちに次代を担う力を身に付けさせるため

には、特別な支援が必要な子供たちの個に応じた適切な教育環境を整備していかなければなら

ない。乳幼児期から青年期までの園・学校間等における接続を円滑に行うとともに、幼稚園、

小学校、中学校等に在籍する教育上特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒に対する適切な

指導及び必要な支援の体制整備が急務とされている。  

また、「低年齢少年の生活と意識に関する調査報告書」（内閣府 平成 19 年２月）による

と、子供たちの規範意識の低下などの問題も指摘されている。このことから、学校・家庭・地

域が連携し、社会全体で子供の教育に取り組むとともに、子供たちの規範意識を高め、社会の

一員として公共心や思いやりの心を育成していくことが大切である。  

このような社会で、子供たちが自分の未来を切り拓いていくには、相手の考えや気持ち、立

場などを「想像」し、新たな関係や社会を「創造」していく力を身に付けること、積極的にコ

ミュニケーションを行う能力の育成や思いやりのある豊かな人間性などの育成が必要である。

そこで、社会の一員としての自覚をもち、自分に自信をもって生きていくために、自分のよさ

を肯定的に捉え、自分のことをかけがえのない存在、価値ある存在として捉える自尊感情や自

己肯定感を高めていくことが重要である。  

このことによって、異なる価値観をもつ相手を受容できたり、自分の大切さを他の人の大切

さにつなげたりすることができる。このことは、人権尊重の理念の理解や人権意識を高める上

でも重要な視点と考える。  

２ 本研究の目的 

以上の背景から、本研究における５年間の研究の目的を次のように定めた。  

 

 

 

３ ３年次までの研究成果 

(1) １年次（平成 20 年度）の研究成果 

「自尊感情とは何か」を明らかにし、子供の自尊感情を高めるための５観点を設定 

「子供一人一人が自己に自信をもち、新たなことや困難なことにも挑戦しようとする意

欲を高める教育を推進するため、子供の自尊感情の形成に係る研究を行い、その成果を生

かした指導内容・方法を開発するとともに教員研修を実施する。」  

－ 5 －
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心理学者ローゼンバーグなどの自尊感情の捉え方についての先行研究から「自尊感情とは何

か」を明らかにし、子供の自尊感情を高めるための５観点（「自分への気付き」「自分の役

割」「自分の個性と多様な価値観」「他者とのかかわりと感謝」「自分の可能性」）を設定し

た。また「自尊感情を高めるための発達段階に応じた指導上の留意点」（試案）を作成した。  

(2) ２年次（平成 21 年度）の研究成果  

自尊感情の定義付け、自尊感情の傾向を客観的に把握する「自己評価シート」の開発 

東京都では、「自尊感情」や「自己肯定感」を次のように定義した。 

 

 

 

 

 

また、子供の自尊感情の傾向を把握する「自己評価シート」（質問項目 32 項目）」を開発

し、自尊感情の傾向を踏まえて指導の方向性を検討するために「自尊感情や自己肯定感を高め

る指導上の留意点」を作成した。そして、その有効性を第Ⅱ期（児童期前期 ６歳～10 歳）

から第Ⅲ期（児童期後期～思春期前期 11 歳～14 歳）の児童期において検証し、自尊感情や

自己肯定感を高めるための指導事例【小学校版】としてまとめた。研究成果については研究概

要（リーフレット）を作成し、配布した。（都内公立学校に各１部配布 3,500 部作成） 

(3) ３年次（平成 22 年度）の研究成果 

自尊感情測定尺度（東京都版）「自己評価シート」及

び発達段階に応じた指導方法の開発 

２年次（平成 21 年度）に自尊感情の傾向を適切に把

握する方法として開発した「自己評価シート」（質問項

目 22 項目）について、さらに因子分析を進めた結果、

自尊感情を構成する因子を５因子から３因子（「自己評

価・自己受容」「関係の中での自己」「自己主張・自己

決定」）に確定し、22 項目の質問項目を有する

「自己評価シート」を決定した。そして、「自己評

価シート」の有効性を検証した。 

また、子供の自尊感情の傾向分析を行い、自尊感情を構成する３因子（以下、「自尊感情の

３つの観点」と表記。）（図１）による傾向を把握できるようにするとともに、「自尊感情や

自己肯定感を高める指導上の留意点」を改訂し、自尊感情の傾向を踏まえた指導の方向性を示

した。さらに、自尊感情や自己肯定感を高める教育の推進に活用できる指導資料【基礎編】を

作成し、都内公立学校・園の全教員を対象に配布した。  

４ ４年次の研究 

(1) 研究のねらい及び研究仮説 

これまでの研究成果を踏まえ、４年次の研究では、研究のねらい及び研究仮説を次のように

設定した。 

「自尊感情」とは、  
自分のできることできないことなどすべての要素を包括した意味での「自分」を他者と

のかかわり合いを通してかけがえのない存在、価値ある存在としてとらえる気持ち  
 
「自己肯定感」とは、  

自分に対する評価を行う際に、自分のよさを肯定的に認める感情  

図１ 自尊感情を構成する３因子【確定因子】
 
※  子供の自尊感情や自己肯定感を高める指導資料  

「自信  やる気  確かな自我を育てるために」  
【基礎編】（平成 23 年３月）から  

　  A
自己評価
・自己受容

　  C
自己主張
・自己決定

　  B
関係の中
での自己

自尊感情

－ 6 －
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(2) 研究の主な視点 

次の３つの視点について、東京都教職員研修センター（以下、「センター」と表記。）、研

究協力大学（以下「慶應義塾大学」と表記。）、研究協力校４校が連携し、４年次の研究を進

めることとした。 

ア 自己評価を行うことが難しい子供の自尊感情の傾向を把握するための「他者評価シー

ト」の開発 

３年次（平成 22 年度）までの研究では、子供の自尊感情の傾向を把握するための「自

己評価シート」を開発したが、子供の発達段階や障害等の様々な状況により、子供自身で

自己評価を行うことが難しいという実態があった。そこで、４年次（平成 23 年度）の研

究では、研究協力校（特別支援学校等）における児童・生徒の行動観察や「自己評価シー

ト」を実施し、それらの相関を調べるなどにより、自己評価を行うことが難しい子供の自

尊感情の傾向を把握するための「他者評価シート」（以下、「他者評価シート」と表

記。）を開発した。 

これまで、子供の自尊感情を把握する方法の一つとして子供自身による自己評価を実施

していたが、このシートを活用することで教師等による他者からの評価を可能にするもの

と考えた。 

イ 学校の教育活動全体を通した意図的・計画的・組織的な取組の実施及び効果検証 

研究協力校の児童・生徒を対象に「自己評価シート」を年間３回実施し、自尊感情の傾

向を把握した。その結果を踏まえ、日常の授業や学校行事等、学校の教育活動全体を通し

て意図的・計画的・組織的に子供の自尊感情や自己肯定感を高めるための教育を推進する

取組を実施した。具体的には、全体計画や年間指導計画等の指導計画を作成するとともに、

学校の推進体制を整備した。そして、教科等における学習内容の取扱いや指導方法の工夫

を継続的に行った。これらの実践を受け、事前・事後の子供一人一人の自尊感情の傾向を

比較し、その取組の効果を検証した。 

ウ 自尊感情の高低に関連する要因に関する調査 

自尊感情の高低に関連する要因を調査するために、まず、研究協力校の児童・生徒を対

象に「自己評価シート」を実施し、個別の自尊感情の傾向を分析した。次に、先行研究や

〔目指す子供像〕 

すすんで自分のよさを発見し、自分をかけがえのない存在だと思い、自信をもって行動す

る子供  
〔研究のねらい〕 

子供の自尊感情や自己肯定感を高めるため、自己評価を行うことが難しい子供の自尊感情の

傾向を把握するための「他者評価シート」を開発するとともに、学校・園の教育活動全体を通

した意図的・計画的・組織的な取組の実施及び効果検証を行う。 

〔研究仮説〕 

子供の自尊感情の傾向を把握し、学校・園の教職員の共通理解の下に、教育活動全体を通

して自尊感情を高めるための取組を意図的・計画的・組織的に推進することによって、子供

は、すすんで自分のよさを発見し、自分をかけがえのない存在だと思い、自信をもって行動

するようになるだろう。  

－ 7 －
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研究協力大学によるこれまでの調査研究等から自尊感情の高低に関連すると考えられる、

規範意識、親子（保護者）関係、学校適応、友達関係、社会性に関する項目について、研

究協力校の児童・生徒を対象に質問紙法で調査を実施し、児童・生徒の自尊感情の傾向と

規範意識等との関連を調査した。また、教師による児童・生徒の行動観察を併せて実施す

ることにより、自尊感情の高低に関連する要因について分析した。 

第３ 研究の方法 

本研究は、慶應義塾大学による調査研究及び研究協力校等における実践研究、センターがこ

れまで行ってきた基礎研究を基に、実践事例等の開発を行ってきた。今年度は、「子供の自尊

感情や自己肯定感を高めるための教育」研究協力校として、小学校、中学校、高等学校、特別

支援学校の各校種から各１校を指定し、各学校の特色を生かした研究が進められるよう、セン

ターが研究協力大学及び研究協力校の役割を明確にし、研究を進めた。  

１ 慶應義塾大学及び研究協力校４校との共同研究 

自己評価を行うことが難しい子供の自尊感情を把握するための方法を開発する基礎研究及び

開発研究、また、自尊感情の高低に関連する要因を把握するための調査研究などを、慶應義塾

大学や研究協力校４校と共同で研究を推進した。 

また、慶應義塾大学教職課程センター伊藤美奈子教授（教育学、臨床心理士）、慶應義塾大

学文学部心理学専攻山本淳一教授（臨床心理士）を中心に、発達心理学や特別支援教育等の専

門的な視点から調査研究等を進めた。 

２ 研究協力校４校における実践研究 

自己評価を行うことが難しい子供の自尊感情の傾向を把握するための「他者評価シート」の

開発についての基礎調査を実施した。また、学校の教育活動全体を通した意図的・計画的・組

織的な取組についての実践研究を行った。さらに、慶應義塾大学と連携し、自尊感情の高低に

関連する要因に関する調査を実施した。以下の表１に、三者の研究内容について整理して示し

た。 

 

表１ 本研究におけるセンター、研究協力大学、研究協力校の研究内容 

 (1) 自己評価を行うことが難しい子供の自

尊感情の傾向を把握するための「他者評

価シート」の開発 

(2) 学校の教育活動全体を通した意図的・計

画的・組織的な取組 

東京都教職員

研修センター 

 

基礎研究・ 

開発研究 

ア 「他 者 評 価 シート」の開 発 に関 する基 礎 研

究・開発研究 

イ 指導の改善に資する「指導資料」【発展編】

の作成と普及・啓発 

ア 規範意識、親子関係等の自尊感情の高低に

関連する要因についての基礎研究 

イ 「自己評価シート」による自尊感情の傾向に応

じた実践事例の開発 

慶應義塾大学 

 

調査研究 

ア 「他 者 評 価 シート」の開 発 に関 する基 礎 研

究・開発研究 

イ 「他者評価シート」と「自己評価シート」との相

関等についての分析 

ア 規範意識、親子関係等の自尊感情の高低に

関連する要因を把握するための調査研究 

イ 研究協力校における調査と分析を踏まえた助

言 

研究協力校 

４校 

 

実践研究 

ア 「他者評価シート」の開発に関する基礎調査

イ ｢自己評価シート｣の調査・分析を基に、子供

の自尊感情や自己肯定感を高めるための指

導の手だてを取り入れた実践研究 

ア 全体計画及び年間指導計画等の作成、学校

の推進体制の整備などについての検討・実践 

イ 指導資料【基礎編】の研究成果を基に、

各教科等における学習内容の取扱いや指導

方法の工夫についての実践研究 

－ 8 －
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織的な取組についての実践研究を行った。さらに、慶應義塾大学と連携し、自尊感情の高低に

関連する要因に関する調査を実施した。以下の表１に、三者の研究内容について整理して示し

た。 

 

表１ 本研究におけるセンター、研究協力大学、研究協力校の研究内容 

 (1) 自己評価を行うことが難しい子供の自

尊感情の傾向を把握するための「他者評

価シート」の開発 

(2) 学校の教育活動全体を通した意図的・計

画的・組織的な取組 

東京都教職員

研修センター 

 

基礎研究・ 

開発研究 

ア 「他 者 評 価 シート」の開 発 に関 する基 礎 研

究・開発研究 

イ 指導の改善に資する「指導資料」【発展編】

の作成と普及・啓発 

ア 規範意識、親子関係等の自尊感情の高低に

関連する要因についての基礎研究 

イ 「自己評価シート」による自尊感情の傾向に応

じた実践事例の開発 

慶應義塾大学 

 

調査研究 

ア 「他 者 評 価 シート」の開 発 に関 する基 礎 研

究・開発研究 

イ 「他者評価シート」と「自己評価シート」との相

関等についての分析 

ア 規範意識、親子関係等の自尊感情の高低に

関連する要因を把握するための調査研究 

イ 研究協力校における調査と分析を踏まえた助

言 

研究協力校 

４校 

 

実践研究 

ア 「他者評価シート」の開発に関する基礎調査

イ ｢自己評価シート｣の調査・分析を基に、子供

の自尊感情や自己肯定感を高めるための指

導の手だてを取り入れた実践研究 

ア 全体計画及び年間指導計画等の作成、学校

の推進体制の整備などについての検討・実践 

イ 指導資料【基礎編】の研究成果を基に、

各教科等における学習内容の取扱いや指導

方法の工夫についての実践研究 

自尊感情や自己肯定感に関する研究（４年次） 

- 9 - 

第４ 研究の内容 

１ 自己評価を行うことが難しい子供の自尊感情の傾向の把握 

特別支援学校や特別支援学級等の児童・生徒や就学前の幼児等、「自己評価シート」による

自己評価を行うことが難しい子供の自尊感情の傾向を把握することを目的として、自尊感情の

傾向を把握するための「他者評価シート」を開発した。  

(1)  第三次実施計画策定の基本的な考え方及び「現状と課題」と「改善の方向」 

「他者評価シート」の開発に当たっては、東京都特別支援教育推進計画第三次実施計画（以

下、「第三次実施計画」と表記。）を踏まえ、今後の特別支援教育を推進するための取組の参

考となるよう研究を進めた。第三次実施計画策定の基本的な考え方は次のように示されている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

また、第三次実施計画の中から、本研究と関連する現状や課題の一部を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

特別支援教育の推進における現状と課題などから分かるように、子供一人一人の可能性を最

大限に伸長するためには、自尊感情や自己肯定感を高めるための教育を充実させることが必要

である。このことにより、子供は、対人関係が良好になったり、一人一人が自信をもてるよう

になったりするなど、安定した学校生活を送ることが期待できるようになると考える。 

＜第三次実施計画策定の基本的な考え方＞ 

(1) すべての学校で実施する特別支援教育の推進 

第三次実施計画においては、障害のある幼児・児童・生徒一人一人の障害の種類や程度に応

じた専門的な教育を行い、幼児・児童・生徒一人一人の成長・発達を最大限に伸長できる教育

環境の更なる整備・充実に努めます。 

(3) 自立と社会参加を目指す特別支援教育の推進 

都教育委員会は、自立と社会参加に必要な知識・技能や働く意欲などを育てることは学校

教育の使命であり、障害のある人々の自立と社会参加は共生社会の実現に向けて重要な意義

を持つと考えます。 
 
東京都特別支援教育推進計画第三次実施計画（東京都教育委員会 平成 22 年 11 月） 
第４章 第三次実施計画の基本的な考え方、２ 第三次実施計画策定の基本的な考え方 より抜粋 

【現状と課題】 

平成 15 年度に都教育委員会が都内すべての公立小・中学校を対象に実施した調査では、「小・

中学校の通常の学級には、特別な支援を必要とする児童・生徒が 4.4％在籍している」との結果を得

ました。一方で、平成 21 年度の自閉症・情緒障害学級（固定学級）の在籍及び情緒障害等通級指

導学級の利用の実態を見ると、いずれかの学級に在籍又は利用する児童・生徒の占める割合は、義

務教育段階（公立学校）の児童・生徒全体の 0.6％程度です。 

したがって、こうした数値や近年の特別支援教育への理解の進展等に基づけば、発達障害の児童・

生徒に対する支援のニーズは、今後も一層高まることが推測されます。 

【改善の方向】 

発達障害の児童・生徒の場合、集団生活や対人関係において生じる様々な困難が、本人の自尊

感情の低下、焦燥感の高まり、自信の喪失などにつながり、学校生活への不適応や不登校などの深

刻な二次障害を引き起こすことがあります。 

また、発達障害に関する適切な理解や支援の共通理解がないと、周囲の人々もストレスを高めること

になり、それがいじめやからかい等に波及することも懸念されます。このため、発達障害の児童・生徒を

めぐっては、本人及び周囲の人々が、対人関係上のトラブルやストレスを生じさせないような工夫等を

行うことが大切です。 
 

東京都特別支援教育推進計画第三次実施計画（東京都教育委員会 平成 22 年 11 月） 

第３章 区市町村における特別支援教育推進体制の整備、 

１ 小・中学校における発達障害の児童・生徒に対する新たな特別支援教育推進体制 より抜粋 
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(2) 「他者評価シート」の開発とその活用 

ア 「他者評価シート」の開発に当たって 

自尊感情や自己肯定感の自己評価を行うことが難しい子供については、教員等が実施す

る「他者評価シート」を開発した（13 ページ参照）。開発に当たっては、研究協力校

（特別支援学校）における子供の行動観察から関連する学習活動等がどの場面でどのよう

に展開されているの

かを把握した。  

具体的には、自尊    

感情の３つの観点に   

基づき、表２のよう 

に、児童・生徒の自 

尊感情や自己肯定感 

に関わると考えられる行動等を、各教科等の場面に応じて観察・記録を実施した。 

イ 「他者評価シート」の構成 

「自尊感情観察表」に集約された児童・生徒の行動観察の記録は、教職員研修センター

において、ＫＪ法的な手法により分類・整理し、24 項目にまとめた。そして、この 24 項

目を「他者評価シート」の項目とした。 

 

No.
安定した学校生活を送
るための６つの観点

２４項目

①人への働き掛け

1 自分から友達に働き掛ける。
2 日常的に交流の少ない相手にも関わる。
3 自分の思いや意見を何らかの手段で表現する。
4 集団の中で意欲的に行動する。

①人への働き掛け

②大人との関係
5 特定の大人を信頼して心を開く。
6 大人との関わりを受け入れる。
7 自分から身近な大人に関わる。

②大人との関係

③友達との関係
8 友達との関わりを受け入れる。
9 友達のことを考えて発言する。
10 友達のことを考えて行動する。

③友達との関係

④落ち着き

11 自分から気持ちを立て直す。
12 これまでできなかったことに取り組む姿勢が見られる。
13 一つのことを最後まで取り組む姿勢が見られる。
14 自分の行動を自分で決める。

⑤意欲

④落ち着き

15 肯定的な言葉掛けにより安定する。
16 肯定的な言葉掛けにより嬉しそうにする。
17 新しいことができると嬉しそうにする。
18 肯定的な言葉掛けにより次への意欲につながる。

⑤意欲

⑥場に合わせた行動

19 相手の要求を受け入れる。
20 相手の指示を受け入れる。
21 ルールを守って行動する。
22 集団の雰囲気になじんでいる。
23 集団の活動に合わせて行動する。
24 状況に応じて臨機応変に行動する。

⑥場に合わせた行動

 

この 24 項目は、単に子供の自尊感情の傾向を把握することに留まらずに、指導の手だて

として活用することを目的として、慶應義塾大学文学部心理学専攻  山本淳一  教授の助言を

受け、慶應義塾大学で因子分析を実施した。その結果、24 項目を、「安定した学校生活を

送るための６つの観点」として、「人への働き掛け」「大人との関係」「友達との関係」

「落ち着き」「意欲」「場に合わせた行動」に整理した。 

表２ 自尊感情観察表・記入例 

 場 面 （ 教 科 、 個 別 場

面、集団場面）と様子
指導の工夫 留意点 

Ａ 自己評価・

自己受容 

・納得して自分から活

動を切り替えた 

・ 写 真 カ ー ド で

活動を示す 

・ 焦 ら せ な い よ

うにする 

Ｂ 関係の中で

の自己 

・友達の遊びに興味を

もつようになった 

・ 遊 び が 共 有 で

きる場の設定 

・ 児 童 間 の 関 わ

りを見守る 

Ｃ 自己主張・

自己決定 

・やりたいことを伝え

られるようになった

・ 文 字 ボ ー ド を

活用する 

・ 安 心 感 を 与 え

る 

表３ 「他者評価シート」の「安定した学校生活を送るための６つの観点」及び「２４項目」
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(2) 「他者評価シート」の開発とその活用 

ア 「他者評価シート」の開発に当たって 

自尊感情や自己肯定感の自己評価を行うことが難しい子供については、教員等が実施す

る「他者評価シート」を開発した（13 ページ参照）。開発に当たっては、研究協力校

（特別支援学校）における子供の行動観察から関連する学習活動等がどの場面でどのよう

に展開されているの

かを把握した。  

具体的には、自尊    

感情の３つの観点に   

基づき、表２のよう 

に、児童・生徒の自 

尊感情や自己肯定感 

に関わると考えられる行動等を、各教科等の場面に応じて観察・記録を実施した。 

イ 「他者評価シート」の構成 

「自尊感情観察表」に集約された児童・生徒の行動観察の記録は、教職員研修センター

において、ＫＪ法的な手法により分類・整理し、24 項目にまとめた。そして、この 24 項

目を「他者評価シート」の項目とした。 

 

No.
安定した学校生活を送
るための６つの観点

２４項目

①人への働き掛け

1 自分から友達に働き掛ける。
2 日常的に交流の少ない相手にも関わる。
3 自分の思いや意見を何らかの手段で表現する。
4 集団の中で意欲的に行動する。

①人への働き掛け

②大人との関係
5 特定の大人を信頼して心を開く。
6 大人との関わりを受け入れる。
7 自分から身近な大人に関わる。

②大人との関係

③友達との関係
8 友達との関わりを受け入れる。
9 友達のことを考えて発言する。
10 友達のことを考えて行動する。

③友達との関係

④落ち着き

11 自分から気持ちを立て直す。
12 これまでできなかったことに取り組む姿勢が見られる。
13 一つのことを最後まで取り組む姿勢が見られる。
14 自分の行動を自分で決める。

⑤意欲

④落ち着き

15 肯定的な言葉掛けにより安定する。
16 肯定的な言葉掛けにより嬉しそうにする。
17 新しいことができると嬉しそうにする。
18 肯定的な言葉掛けにより次への意欲につながる。

⑤意欲

⑥場に合わせた行動

19 相手の要求を受け入れる。
20 相手の指示を受け入れる。
21 ルールを守って行動する。
22 集団の雰囲気になじんでいる。
23 集団の活動に合わせて行動する。
24 状況に応じて臨機応変に行動する。

⑥場に合わせた行動

 

この 24 項目は、単に子供の自尊感情の傾向を把握することに留まらずに、指導の手だて

として活用することを目的として、慶應義塾大学文学部心理学専攻  山本淳一  教授の助言を

受け、慶應義塾大学で因子分析を実施した。その結果、24 項目を、「安定した学校生活を

送るための６つの観点」として、「人への働き掛け」「大人との関係」「友達との関係」

「落ち着き」「意欲」「場に合わせた行動」に整理した。 

表２ 自尊感情観察表・記入例 

 場 面 （ 教 科 、 個 別 場

面、集団場面）と様子
指導の工夫 留意点 

Ａ 自己評価・

自己受容 

・納得して自分から活

動を切り替えた 

・ 写 真 カ ー ド で

活動を示す 

・ 焦 ら せ な い よ

うにする 

Ｂ 関係の中で

の自己 

・友達の遊びに興味を

もつようになった 

・ 遊 び が 共 有 で

きる場の設定 

・ 児 童 間 の 関 わ

りを見守る 

Ｃ 自己主張・

自己決定 

・やりたいことを伝え

られるようになった

・ 文 字 ボ ー ド を

活用する 

・ 安 心 感 を 与 え

る 

表３ 「他者評価シート」の「安定した学校生活を送るための６つの観点」及び「２４項目」

（13ページ　表4）を複写したり、教職員研修センターのホーム

ページからダウンロードしたりして、子供の人数分の「他者評価シート」を用意する。
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２ 学校の教育活動全体を通した意図的・計画的・組織的な取組 

(1) 実践方法 

ア 各職層における役割の明確化 

教育活動全体を通して意図的・計画的・組織的に推進するためには、各職層の役割を明確

にし、取り組むことが重要である。 

次の表５は、各職層の役割を一例として表したものである。なお、以下の役割、内容につ

いては、幼稚園でも同様に考えられる。 

表５ 自尊感情や自己肯定感を高める教育を推進するための各職層の役割（例） 

職

層 
内容 具体的な内容 

校
長 

学校経営方針の策

定 

・学校経営方針に自尊感情や自己肯定感を高めるための教育の推進

を位置付け、学校経営の方針を教員や地域等に周知する。 

学校の教育計画へ

の位置付け 

・学校の教育目標やそれを達成するための基本方針、指導の重点な

どに具体的な取組を位置付け、教育課程を編成・実施する。 

校内の推進体制の

確立 

・学校教育全体で取り組むための組織を確立し、担任、学年、学部

間の連携が図れるよう校務分掌での役割を明確にする。 

教育課程の実施に

お け る 管 理 、 計

画・体制の改善 

・学校経営方針で示された内容に沿って推進状況を適時確認し、Ｐ

ＤＣＡサイクルで教育課程を管理する。 

副
校
長 

校長の学校経営方

針の具現化 

・校長の学校経営方針の具現化を図るために、教育活動の実施計画

の立案について、主幹教諭や主任教諭に指示するとともに、教員

への具体的な指導・助言を行う。 

目標達成に向けた

進行管理  
・ＰＤＣＡサイクルに基づいた円滑な進行管理を行い、指導計画の

見直しや組織体制の充実を図るための方策を提案する。 

教員の人材育成  ・教員のキャリアに応じて、校務分掌で果たす役割を明示し、自尊

感情を高める観点から、授業及び学級経営等について具体的な指

導・助言をする。 

家庭・地域等との

連携  
・家庭・地域、関係機関の意見や要望を的確に把握し、教育活動に

生かしたり、学校の取組についての理解を促したりして、学校・

家庭・地域の連携が重要であることを伝える。 

主
幹
教
諭 

各校務分掌の進行

管理  
・各校務分掌の職務内容に応じて、学校の推進計画に基づいた分掌

の計画の立案や教員の役割を明確にし、円滑に実施できるよう進

行管理をする。  
指導計画の作成と

改善  
・実施時期の調整や指導内容・方法等の検討を行い、全体計画や年

間指導計画等を作成する。  
・実施状況を確認し、指導内容・方法、実施体制等について改善の

方策を講じる。  

全
て
の
教
員 

自尊感情や自己肯

定感を高めるため

の各教科等の指導

・学習内容の取扱いや指導方法を工夫し、授業改善を図る。 

学年・学級経営の

充実  
・学校の教育目標に基づき、学年経営・学級経営計画を作成し、学

年集団・学級集団づくりの基本方針や学級活動等を検討する。  
・家庭・地域から得た情報を学校全体で受け止めるようにする。 

教育環境の整備 ・各校務分掌と連携を図り、教員相互、教員と子供、子供相互の人

間関係が円滑になるような教室環境、言語環境を含めた校内の環

境づくりを行う。  

－ 14 －
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２ 学校の教育活動全体を通した意図的・計画的・組織的な取組 

(1) 実践方法 

ア 各職層における役割の明確化 

教育活動全体を通して意図的・計画的・組織的に推進するためには、各職層の役割を明確

にし、取り組むことが重要である。 

次の表５は、各職層の役割を一例として表したものである。なお、以下の役割、内容につ

いては、幼稚園でも同様に考えられる。 

表５ 自尊感情や自己肯定感を高める教育を推進するための各職層の役割（例） 

職

層 
内容 具体的な内容 

校
長 

学校経営方針の策

定 

・学校経営方針に自尊感情や自己肯定感を高めるための教育の推進

を位置付け、学校経営の方針を教員や地域等に周知する。 

学校の教育計画へ

の位置付け 

・学校の教育目標やそれを達成するための基本方針、指導の重点な

どに具体的な取組を位置付け、教育課程を編成・実施する。 

校内の推進体制の

確立 

・学校教育全体で取り組むための組織を確立し、担任、学年、学部

間の連携が図れるよう校務分掌での役割を明確にする。 

教育課程の実施に

お け る 管 理 、 計

画・体制の改善 

・学校経営方針で示された内容に沿って推進状況を適時確認し、Ｐ

ＤＣＡサイクルで教育課程を管理する。 

副
校
長 

校長の学校経営方

針の具現化 

・校長の学校経営方針の具現化を図るために、教育活動の実施計画

の立案について、主幹教諭や主任教諭に指示するとともに、教員

への具体的な指導・助言を行う。 

目標達成に向けた

進行管理  
・ＰＤＣＡサイクルに基づいた円滑な進行管理を行い、指導計画の

見直しや組織体制の充実を図るための方策を提案する。 

教員の人材育成  ・教員のキャリアに応じて、校務分掌で果たす役割を明示し、自尊

感情を高める観点から、授業及び学級経営等について具体的な指

導・助言をする。 

家庭・地域等との

連携  
・家庭・地域、関係機関の意見や要望を的確に把握し、教育活動に

生かしたり、学校の取組についての理解を促したりして、学校・

家庭・地域の連携が重要であることを伝える。 

主
幹
教
諭 

各校務分掌の進行

管理  
・各校務分掌の職務内容に応じて、学校の推進計画に基づいた分掌

の計画の立案や教員の役割を明確にし、円滑に実施できるよう進

行管理をする。  
指導計画の作成と

改善  
・実施時期の調整や指導内容・方法等の検討を行い、全体計画や年

間指導計画等を作成する。  
・実施状況を確認し、指導内容・方法、実施体制等について改善の

方策を講じる。  

全
て
の
教
員 

自尊感情や自己肯

定感を高めるため

の各教科等の指導

・学習内容の取扱いや指導方法を工夫し、授業改善を図る。 

学年・学級経営の

充実  
・学校の教育目標に基づき、学年経営・学級経営計画を作成し、学

年集団・学級集団づくりの基本方針や学級活動等を検討する。  
・家庭・地域から得た情報を学校全体で受け止めるようにする。 

教育環境の整備 ・各校務分掌と連携を図り、教員相互、教員と子供、子供相互の人

間関係が円滑になるような教室環境、言語環境を含めた校内の環

境づくりを行う。  
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イ ＰＤＣＡサイクルの実施 

学校の教育活動全体を通して意図

的・計画的・組織的に取り組むため

には、実施計画の立案や評価の時期、

改善の方向性等を明確に示して、校

内で共通理解を図りながら進めるこ

とが大切である。図５は、子供の自

尊感情や自己肯定感を高めることを

目的として取り組む際のＰＤＣＡサ

イクルの一例を示したものである。

各学校・園においては、実態等に応

じた校務分掌を組織し、ＰＤＣＡサ

イクルに基づいて計画的かつ組織的

に教育活動全体で取り組むことが必要である。 

ウ 計画の作成 

学校の教育活動全体で意図的・計画的・組織的に指導するためには、自尊感情や自己肯定

感を高めるための教育計画を作成する。計画を作成する際には、校長の学校経営計画に基づ

き、取組が意図的・計画的・組織的に行われるよう、自尊感情の３つの観点を踏まえて各教

科等の指導計画や校内研修計画等を見直す必要がある。 

(ｱ) 全体計画の作成 

まず、「自己評価シート」や「他者評価シート」を活用するなどして各学校の子供の

自尊感情の傾向を把握し、その傾向を踏まえた指導を行うための校務運営組織を整える

ことが必要である。そして、各教科等を横断した「自尊感情や自己肯定感を高めること

に重点を置いた全体計画」（16 ページ 図６）を作成し、教員が共通理解の下で実施

していくことが大切である。 

(ｲ) 年間指導計画の作成 

次に、全体計画に基づき、各教科等において「自尊感情や自己肯定感を高めることに

重点を置いた年間指導計画」（17 ページ 表６）を作成する。各教科等の学習内容か

ら自尊感情や自己肯定感を高めることにつながる内容を重点的に取り扱ったり、指導方

法を工夫したりして、意図的・計画的に子供の自尊感情の傾向を踏まえた指導ができる

ように単元（題材）を設定していくことが大切である。また、「自尊感情や自己肯定感

を高めるための指導上の留意点」（30 ページ 表 10）を参考にし、各学年における各

教科等の指導内容に自尊感情や自己肯定感を高めるための視点を位置付ける。 

(ｳ) 各教科等の指導計画の作成 

授業を展開する際には、年間指導計画に沿って各教科等の単元（題材）の目標や内容

等を踏まえ、目指す子供像を明確にし、指導の視点や留意点を設定する。また、指導計

画には、「自尊感情や自己肯定感を高めるための指導上の留意点」を参考に、自尊感情

の３つの観点を指導計画に意図的・計画的に位置付け、指導を行う。 

図５ 自尊感情や自己肯定感を高めるためのＰＤＣＡサイクル（例） 

 【Plan 計画】 
・自校の子供の自尊感情の傾

向を把握する。 
・全体計画や年間指導計画等

の教育計画を作成する。 

【Action 改善】 
・校内の推進体制や教育活動

の内容を改善する。 
・学校運営連絡協議会等で改

善に向けた取組について報
告する。 

【Do 実施】 
・計画に基づいて実施する。 
・学年会や教科部会、校内研

修会等で取組内容を報告し
合う。 

【Check 評価】 
・自尊感情や自己肯定感の全

体的な傾向や個々の変容を
把握し、教育活動の成果と
課題を整理する。 

・学年会や教科部会、校内研
修会等で共通理解を図る。 

－ 15 －
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(ｴ) 自尊感情や自己肯定感を高めることに重点を置いた全体計画作成の手引き 

ここでは、「自尊感情や自己肯定感を高めることに重点を置いた全体計画」の作成方

法を示す。作成に当たっては、各項目の説明に従って内容を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校種間の連携 
 

・近隣の学校等に対して教
育活動を公開し、子供に
異年齢集団の中での自分
の役割について考える機
会をもたせる。 

・学区の学校との連携を密
にし、自尊感情や自己肯
定感に関する指導が系統
的に行われるよう連携委
員 会 等 で 情 報 交 換 を 行
う。 

教員の研修 
 

・「自己評価シート」等を計画
的に実施し、子供の実態を把
握する。 

・「自尊感情や自己肯定感を高
めるための全体計画」を作成
し、全教員が共通理解の下で
指導する。 

・教員一人一人が子供のよさを
認め、子供の可能性を伸ばす
ことを意識した指導を行う。 

・「子供の自尊感情や自己肯定
感を高めることに重点を置い
た年間指導計画」を作成し、
各教科等で研究授業を行い、
検証する。 

家庭・地域との連携 
 

・学校公開や道徳授業地区公
開 講 座 等 の 教 育 活 動 の 公
開、学校便りの発行などを
通して、家庭や地域に発信
し、自尊感情や自己肯定感
を高めるための教育を推進
する。 

・地域の行事や地域と関わる
活動を通して、相互の信頼
関係を深める。 

・地域の活動に参加し、地域
に貢献することを通して地
域における自分の役割や自
分の周りにいる人々の大切
さに気付くようにする。 

目指す子供像 
 
すすんで自分のよさを発見し、自分をかけがえのない存在だと思い、自信をもって行動する子供

 
 

学年・学級経営 
 
・個々のよさを認め、励まし合う学年・学級
・互いに信頼し、協力し合う学年・学級 
・正しいと思うことを実践できる学年・学級

日常的な指導の方針 
 

・教員と子供の信頼関係、子供相互の望ましい
人間関係を育成する。 

・子供一人一人のよさを認め、伸ばしていく。 
・子供一人一人の思いや考えを大切にすること

で、自他を尊重し、認め合う態度を育てる。 

各教科等の指導の方針 
 
・多様な学習活動を取り入れ、子供が自

分のよさや可能性を実感できるよう計
画的に実践する。 

・自他の思いや考えを大切にした教育実
践を推進する。 

年間指導計画作成のための方針 
 

・各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動等の全教育活動において、○年間
を見通し、発達段階に応じて学ぶことができるようにする。 

・子供一人一人が自分のよさを認めるとともに、友達のよさを認めることができるよう、体験的
な活動を取り入れるなど、多様な学習活動を行う。 

・よりよい人間関係を構築するために、関わり合い、学び合う学習活動を行う。 

関連施策等 
 

・東京都教育委員会
教育目標 

・東京都人権施策推
進指針 

・東京都教育ビジョ
ン(第２次) 

・推進計画 73「子供
の自尊感情や自己
肯定感を高めるた
めの教育の充実」 

・区市町村の施策 

学校の教育目標 
 

人間尊重の精神に基づき、自主性と創造性
に富み、人間性豊かな子供の育成を目指し
て、次の目標を掲げる。 
・元気な子   健康な心と体をもつ子供の

育成 
・やりとげる子 最後まで頑張る実践力のあ

る子供の育成 
・考える子   進んで学び、深く考え、行

動できる子供の育成 

目標策定の方針
 
・様々な人との関

わりから自分の
よさを見付ける
活動の重視 

・地域の特色を生
かした教育活動
の展開 

自尊感情の３つの視点 

Ａ 自己評価・自己受容 
 

自分のよさを発見すると
ともに、自分のよさを認め
る。 

Ｂ 関係の中での自己 
 

多様な人との関わりを通し
て、互いの存在の大切さに気
付く。 

Ｃ 自己主張・自己決定
 

今の自分を受け止め、自
分 の 可 能 性 に つ い て 気 付
く。 

自尊感情や自己肯定感を 
高めるための目標 

 
多様な人々と関わることを通して、自分の

よさに気付くとともに、子供一人一人の能力
を発揮し、自己実現を図る。 

全教員が共通理解を図
り、研修に取り組む内容
や方法等を明示する。 

家庭・地域への発信・啓発活動などの具体的な
活動内容、自尊感情や自己肯定感を高めるための
校区内における一貫した取組内容を明示する。 

子供が主体的に参
加できる交流活動や
体験活動などを積極
的 に 取 り 入 れ る こ
と、学び合うことの
大切さを実感できる
授 業 を 展 開 す る こ
と、心が触れ合う機
会や場を設けること
など、全学年に共通
する学校としての方
針を明示する。 

自尊感情や自己肯
定感を高めることに
重点を置いた各教科
等における指導の方
針 に つ い て 明 示 す
る。 

なお、取組方法に
ついては、18～27 ペ
ージを参照する。 

豊かな人間関係づ
くり、自分のよさの
発見や認識、可能性
の伸長など、日常的
な指導について明示
する。 

全ての学年・学級
に お い て 、 生 活 指
導、教育相談、進路
指導の取組内容やそ
れらの指導を通じて
「目指す子供像」を
具現化する目標を設
定する。 

図６ 自尊感情や自己肯定感を高めることに重点を置いた全体計画

指導の重点 
 

・コミュニケーシ
ョン能力に関す
る多様な教育活
動 

・家庭・地域と連
携した体験活動

学校の教育目標と
自校の指導の現状を
考え合わせ、目標を
設定する。 

「自尊感情や自己
肯定感を高めるため
の目標」を具現化す
るためには、どのよ
うな子供を育てるの
かを考え、自尊感情
の３つの観点を踏ま
えて設定する。 

－ 16 －
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(ｴ) 自尊感情や自己肯定感を高めることに重点を置いた全体計画作成の手引き 

ここでは、「自尊感情や自己肯定感を高めることに重点を置いた全体計画」の作成方

法を示す。作成に当たっては、各項目の説明に従って内容を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校種間の連携 
 

・近隣の学校等に対して教
育活動を公開し、子供に
異年齢集団の中での自分
の役割について考える機
会をもたせる。 

・学区の学校との連携を密
にし、自尊感情や自己肯
定感に関する指導が系統
的に行われるよう連携委
員 会 等 で 情 報 交 換 を 行
う。 

教員の研修 
 

・「自己評価シート」等を計画
的に実施し、子供の実態を把
握する。 

・「自尊感情や自己肯定感を高
めるための全体計画」を作成
し、全教員が共通理解の下で
指導する。 

・教員一人一人が子供のよさを
認め、子供の可能性を伸ばす
ことを意識した指導を行う。 

・「子供の自尊感情や自己肯定
感を高めることに重点を置い
た年間指導計画」を作成し、
各教科等で研究授業を行い、
検証する。 

家庭・地域との連携 
 

・学校公開や道徳授業地区公
開 講 座 等 の 教 育 活 動 の 公
開、学校便りの発行などを
通して、家庭や地域に発信
し、自尊感情や自己肯定感
を高めるための教育を推進
する。 

・地域の行事や地域と関わる
活動を通して、相互の信頼
関係を深める。 

・地域の活動に参加し、地域
に貢献することを通して地
域における自分の役割や自
分の周りにいる人々の大切
さに気付くようにする。 

目指す子供像 
 
すすんで自分のよさを発見し、自分をかけがえのない存在だと思い、自信をもって行動する子供

 
 

学年・学級経営 
 
・個々のよさを認め、励まし合う学年・学級
・互いに信頼し、協力し合う学年・学級 
・正しいと思うことを実践できる学年・学級

日常的な指導の方針 
 

・教員と子供の信頼関係、子供相互の望ましい
人間関係を育成する。 

・子供一人一人のよさを認め、伸ばしていく。 
・子供一人一人の思いや考えを大切にすること

で、自他を尊重し、認め合う態度を育てる。 

各教科等の指導の方針 
 
・多様な学習活動を取り入れ、子供が自

分のよさや可能性を実感できるよう計
画的に実践する。 

・自他の思いや考えを大切にした教育実
践を推進する。 

年間指導計画作成のための方針 
 

・各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動等の全教育活動において、○年間
を見通し、発達段階に応じて学ぶことができるようにする。 

・子供一人一人が自分のよさを認めるとともに、友達のよさを認めることができるよう、体験的
な活動を取り入れるなど、多様な学習活動を行う。 

・よりよい人間関係を構築するために、関わり合い、学び合う学習活動を行う。 

関連施策等 
 

・東京都教育委員会
教育目標 

・東京都人権施策推
進指針 

・東京都教育ビジョ
ン(第２次) 

・推進計画 73「子供
の自尊感情や自己
肯定感を高めるた
めの教育の充実」 

・区市町村の施策 

学校の教育目標 
 

人間尊重の精神に基づき、自主性と創造性
に富み、人間性豊かな子供の育成を目指し
て、次の目標を掲げる。 
・元気な子   健康な心と体をもつ子供の

育成 
・やりとげる子 最後まで頑張る実践力のあ

る子供の育成 
・考える子   進んで学び、深く考え、行

動できる子供の育成 

目標策定の方針
 
・様々な人との関

わりから自分の
よさを見付ける
活動の重視 

・地域の特色を生
かした教育活動
の展開 

自尊感情の３つの視点 

Ａ 自己評価・自己受容 
 

自分のよさを発見すると
ともに、自分のよさを認め
る。 

Ｂ 関係の中での自己 
 

多様な人との関わりを通し
て、互いの存在の大切さに気
付く。 

Ｃ 自己主張・自己決定
 

今の自分を受け止め、自
分 の 可 能 性 に つ い て 気 付
く。 

自尊感情や自己肯定感を 
高めるための目標 

 
多様な人々と関わることを通して、自分の

よさに気付くとともに、子供一人一人の能力
を発揮し、自己実現を図る。 

全教員が共通理解を図
り、研修に取り組む内容
や方法等を明示する。 

家庭・地域への発信・啓発活動などの具体的な
活動内容、自尊感情や自己肯定感を高めるための
校区内における一貫した取組内容を明示する。 

子供が主体的に参
加できる交流活動や
体験活動などを積極
的 に 取 り 入 れ る こ
と、学び合うことの
大切さを実感できる
授 業 を 展 開 す る こ
と、心が触れ合う機
会や場を設けること
など、全学年に共通
する学校としての方
針を明示する。 

自尊感情や自己肯
定感を高めることに
重点を置いた各教科
等における指導の方
針 に つ い て 明 示 す
る。 

なお、取組方法に
ついては、18～27 ペ
ージを参照する。 

豊かな人間関係づ
くり、自分のよさの
発見や認識、可能性
の伸長など、日常的
な指導について明示
する。 

全ての学年・学級
に お い て 、 生 活 指
導、教育相談、進路
指導の取組内容やそ
れらの指導を通じて
「目指す子供像」を
具現化する目標を設
定する。 

図６ 自尊感情や自己肯定感を高めることに重点を置いた全体計画

指導の重点 
 

・コミュニケーシ
ョン能力に関す
る多様な教育活
動 

・家庭・地域と連
携した体験活動

学校の教育目標と
自校の指導の現状を
考え合わせ、目標を
設定する。 

「自尊感情や自己
肯定感を高めるため
の目標」を具現化す
るためには、どのよ
うな子供を育てるの
かを考え、自尊感情
の３つの観点を踏ま
えて設定する。 
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(2) 実践内容 

各教科等の指導では、自尊感情や自己肯定感を高めるという視点で、各教科等の日々の授業

を充実させていくことは大切である。各学校で作成した全体計画、年間指導計画に基づいて取

り組むとともに、「自尊感情や自己肯定感を高めるための指導上の留意点」（30 ページ 表

10）を参考にしながら、「学習内容」及び「指導方法」を踏まえ、小学校、中学校、高等学校、

特別支援学校において検証授業を行った。 

ア 学習内容を習得させることで自尊感情や自己肯定感を高める学習 

 各教科等の学習には、自尊感情や自己肯定感と関連の深い内容をもつものがある。この

学習内容を習得させることが子供の自尊感情や自己肯定感を高めることにつながる。また、

道徳や特別活動等には、学習のねらいそのものが自尊感情や自己肯定感を高めることにつ

ながるものがある。各学年、各教科等における年間の学習の中で、こうした内容を年間指

導計画の中に位置付けて計画的に取り組むことが大切である。 

表７ 自尊感情や自己肯定感と関連の深い学習内容例 

学習内容  各教科等における例

自 己 の 成
長 を 振 り
返る学習  

＜特別活動＞ 
卒業式、終業式、修了式などを節目とし、それまでの生活や学習を振り返り、自分

の成長を確かめられるようにする。  
＜国語＞ 

学期末や年度末などに、それまでの生活や学習について振り返り、作文等に書くこ
とで自分の成長を実感できるようする。 

自 己 の 個
性 を 発 見
する学習  

＜道徳＞ 
自己を見つめ、自己の向上を図るとともに、個性を伸ばして充実した生き方を追求

できるようにする。 
＜音楽、図画工作、美術＞ 

表現や鑑賞など幅広い活動を通して、自分の表現のよさや個性について気付くよう
にする。 

生 命 の 尊
さ を 考 え
る学習  

＜道徳＞ 
生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重できるようにする。 
＜生活、理科＞ 

飼育・栽培活動や、生命について理解を深める学習を通して、生命あるものへの愛
着をもち、大切にしていこうとする態度を育てるようにする。 

友 情 の 尊
に つ い て
を 考 え る
学習  

＜道徳＞ 
友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち、互いに励まし合い、高め合え

るようにする。 
＜特別活動＞ 

学級や学校の友達と信頼し支え合って楽しく豊かな学級や学校の生活を送れるよう
な活動を行う。 

主 体 的 に
進 路 を 考
える学習  

＜特別活動、総合的な学習の時間＞ 
「職場体験」「インターンシップ」「ボランティア体験」などの体験活動等を通

し、勤労や職業に対する理解や認識を深めるようにする。  
＜社会＞ 

「産業と人々の生活」「地域の人の仕事調べ」などの学習を通し、様々な職業や生
き方があることや、働くことの大切さや大変さを理解するようにする。 

成 就 感 や
連 帯 感 を
味 わ え る
学習  

＜特別活動＞ 
運動会、合唱祭、学習発表会等に向けて、日頃の学習活動の成果を発展させ、友達

と協力しながら創造的に取り組めるようにする。 
＜特別活動＞ 

係活動や児童（生徒）会活動を通して、信頼し支え合って楽しく豊かな学級や学校
の生活をつくるようにする。 

他 者 と 協
力 す る こ
と の 大 切
さ を 学 ぶ
学習  

＜特別活動＞ 
学校行事、係や当番活動、児童（生徒）会活動を通して、信頼し支え合って楽しく

豊かな学級や学校の生活をつくるようにする。 
＜音楽、図画工作、美術＞ 

合唱や合奏、共同で行う創造活動等を通して、互いの個性を生かし合い協力する喜
びを味わえるようにする。 
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の成長を確かめられるようにする。  
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とで自分の成長を実感できるようする。 
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する学習  

＜道徳＞ 
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学習  
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友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち、互いに励まし合い、高め合え
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学級や学校の友達と信頼し支え合って楽しく豊かな学級や学校の生活を送れるよう
な活動を行う。 
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える学習  

＜特別活動、総合的な学習の時間＞ 
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「産業と人々の生活」「地域の人の仕事調べ」などの学習を通し、様々な職業や生
き方があることや、働くことの大切さや大変さを理解するようにする。 

成 就 感 や
連 帯 感 を
味 わ え る
学習  

＜特別活動＞ 
運動会、合唱祭、学習発表会等に向けて、日頃の学習活動の成果を発展させ、友達

と協力しながら創造的に取り組めるようにする。 
＜特別活動＞ 
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イ 指導方法を工夫することで自尊感情や自己肯定感を高める学習 

学習を通して、「できた」「分かった」と実感をもてたり、教員や友達に「認めてもら

った」、「友達に教えることができた」と友達と学ぶよさを感じたりすることができたと

き、子供の自尊感情や自己肯定感は高まる。これは、全ての学習において共通して言える

ことである。教員自身が指導方法を振り返り、より効果的な指導方法を工夫することが大

切である。  
表８ 自尊感情や自己肯定感を高める指導の工夫例 

指導の工夫例

友 達 と 関 わ り
な が ら 学 ぶ 学
習 形 態 や 学 習
方法の工夫 

○学習形態  
  一斉学習や班学習・ペア学習など、様々な学習形態を学習に取り入れ、友達

と関わりながら学べるようにする。  
○学習方法 
  ディベートやポスターセッションなど、様々な学習方法を学習に取り入れ、

友達と関わりながら学べるようにする。  

主 体 的 に 取 り
組 め る 教 材 ・
教具の工夫  

○関心・意欲を高める
   子供の生活に関わりの深い教材・教具や見て理解できる教材・教具を活用す

ることで、学習への関心・意欲を高める。  
○理解を助ける  
  具体的に操作ができるものや見て理解できるもの、ワークシートなどの教

材・教具を活用することで、学習の理解を助ける。  
○コミュニケーションを活発にする  
  黒板や電子情報ボード、ワークシートや付箋紙などの教材・教具を活用し、

子供同士の情報交換や意見交換などのコミュニケーションを活発にする。  
○学習の成果を確かめる  
  取組カードや振り返りカードなどの教材・教具を活用し、毎時間もしくは単

元の学習を通して成果を確かめられるようにする。  

学 習 の 成 果 を
自 ら 実 感 で き
る評価の工夫 

○机間指導で子供との対話
机間指導を通して子供と対話をしながら、学習状況を把握し、できたことを

賞賛したり、つまずきを支援したりする。  
○ノートやワークシートで学習状況を把握  

ノートやワークシートから、授業中では発言できなかった子供の考え方や発
送等を把握し、評価する。  

○学習カードで自己評価  
子供自身が、学習カード等を使って、学習の達成状況を振り返り、次の目標

をもてるようにする。  
○面接で理解の促進  

授業中にねらいが達成できなかった子供に対して、次の授業までに面接し、
理解を促す。  

○観察で学習過程を把握  
学習結果だけでなく、授業中の子供を観察し、学習過程も重視する。  

○作品やレポートで把握  
作品やレポート等で、一人一人のよさや可能性を把握し、評価する。  

地 域 と 関 わ り
な が ら 学 び を
深 め る 体 験 活
動の工夫 

○地域の高齢者と昔遊びで交流
地域の高齢者と、昔遊びの交流会をする。 

○地域清掃活動  
 地域の美化活動に取り組む。生徒会活動やボランティア活動としても取り組める。 

○幼児に読み聞かせ  
 地域の幼稚園や保育園に出向き、幼児に絵本などの読み聞かせをする。 

○小・中学校で補習教室の補助  
近隣の小・中学校の補習教室の補助をする。都立高等学校の教科「奉仕」の活

動としても取り組める。 
○学校行事での異年齢交流  

 地域の幼児や児童を運動会などの学校行事に招く。 
○卒業生から上級学校について聞く 
  進路学習の一環として、卒業生から上級学校についての話を聞く機会を設定す

る。 
課 題 探 究 型 の
学 習 や 体 験 活
動の工夫 

○自ら設定した課題について調査・研究し、成果を発表する学習を通して、主体的
に探究する態度と力を身に付ける。 

○企業等における就業体験を通して、社会に関する見識を深め、社会貢献の志を高
める。 
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 (3) 実践事例 

ア 学習内容を習得させることで自尊感情や自己肯定感を高める実践事例 

 

「自己の成長を振り返る学習」とは 
これまでの生活を振り返り、自分の成長や変化について自分自身で考えたり、友達に教えても

らったりして、気付かなかった自分の成長を実感できるようにする学習である。主に観点「Ａ 
自己評価・自己受容」の内容に当たる。  

 

各教科等における「自己の成長を振り返る学習」の例 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
  
１ 単元名 「『今の自分』を話します」（東京書籍「新しい国語四上」） 
 
２ 単元の目標  

・伝えたいことがはっきり分かるように、自分の考えや具体的な事例を挙げて話す。 
・自分の体験と結び付けたり、自分の考えと比べたりしながら聞く。 

 
３ 単元の評価規準 

国語への 
関心・意欲・態度 

話す・聞く能力 
言語についての 

知識・理解・技能 
スピーチすることに興味を

もち、自分の成長について考
え、友達の成長について自分
と比べながら聞こうとしてい
る。 

自分のことを振り返り、伝
えたいことがよく分かる題材
を選んでいる。 

伝えたいことがはっきりと
分かるように、具体的な事例
や自分の考えを挙げながら話
している。 

友達が伝えたいことは何か
を考え、自分と比べながら聞
いたり、質問や感想を述べた
りしている。 

伝えたいことがよく分かる
ように話す内容を構成してい
る。 

相手を見たり、言葉の抑揚
や強弱、間の取り方などに注
意したりして話している。 

 

４ 単元の指導計画 （全６時間） 

時 学 習 活 動 

１ 学習のねらいや流れを知る。自分を振り、スピーチの題材を考える。 

２ 伝えたいことの中心を決めてスピーチの内容を考え、スピーチメモを作成する。 

３ 
本時 

スピーチの題材、内容等について友達と助言し合う。 
友達から助言を基に、スピーチメモを改善する。 

４ 
スピーチメモを基に、スピーチ原稿を作る。 
スピーチ原稿を使って、班で練習し助言し合う。 

５・６ 学級全体でスピーチをし、質問や感想を伝え合う。 

実践事例１ 小学校 第４学年 国語科  

＜本実践の概要＞ 
班活動を取り入れ、努力して取り組んでいることについて互いに質問し、努力の成果を認め合

うことで、自己の成長を振り返る活動を行う。 
＜内容の取扱い＞ 
 ○教材を通して、自分の成長を振り返り、次への成長につなげる態度を育成する 
 ・自分自身を見つめたり、他者から認められたりすることで、自分のよさを実感できるように

する。 
○相手の話を肯定的に受け止める態度を育成する 

 ・「聞き手」は、「話し手」の話を肯定的に受け止めていることを伝えられるよう、相づちを
打ったり賞賛したりしながら話を聞くよう声掛けをする。 

＜教科等＞ 特別活動
卒業式、終業式、修了式などを節目とし、

それまでの生活や学習を振り返り、自分の成
長を確かめられるようにする。  

＜教科等＞ 国語
学期末や年度末などに、それまでの生活や学習

について振り返り、作文等に書くことで自分の成
長を実感できるようにする。 

＜教科等＞ 体育 保健体育 
心や体の機能やその発達について知り、自

分の成長の過程を理解できるようにする。

＜教科等＞ 公民（高等学校） 
生涯における青年期の意義を知り、自己の成

長の過程を理解できるようにする。 

(ｱ) 自己の成長を振り返る学習を通して高める 

【特に重点とする観点 「Ａ 自己評価・自己受容」】 
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 (3) 実践事例 

ア 学習内容を習得させることで自尊感情や自己肯定感を高める実践事例 

 

「自己の成長を振り返る学習」とは 
これまでの生活を振り返り、自分の成長や変化について自分自身で考えたり、友達に教えても

らったりして、気付かなかった自分の成長を実感できるようにする学習である。主に観点「Ａ 
自己評価・自己受容」の内容に当たる。  

 

各教科等における「自己の成長を振り返る学習」の例 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
  
１ 単元名 「『今の自分』を話します」（東京書籍「新しい国語四上」） 
 
２ 単元の目標  

・伝えたいことがはっきり分かるように、自分の考えや具体的な事例を挙げて話す。 
・自分の体験と結び付けたり、自分の考えと比べたりしながら聞く。 

 
３ 単元の評価規準 

国語への 
関心・意欲・態度 

話す・聞く能力 
言語についての 

知識・理解・技能 
スピーチすることに興味を

もち、自分の成長について考
え、友達の成長について自分
と比べながら聞こうとしてい
る。 

自分のことを振り返り、伝
えたいことがよく分かる題材
を選んでいる。 

伝えたいことがはっきりと
分かるように、具体的な事例
や自分の考えを挙げながら話
している。 

友達が伝えたいことは何か
を考え、自分と比べながら聞
いたり、質問や感想を述べた
りしている。 

伝えたいことがよく分かる
ように話す内容を構成してい
る。 

相手を見たり、言葉の抑揚
や強弱、間の取り方などに注
意したりして話している。 

 

４ 単元の指導計画 （全６時間） 

時 学 習 活 動 
１ 学習のねらいや流れを知る。自分を振り、スピーチの題材を考える。 

２ 伝えたいことの中心を決めてスピーチの内容を考え、スピーチメモを作成する。 

３ 
本時 

スピーチの題材、内容等について友達と助言し合う。 
友達から助言を基に、スピーチメモを改善する。 

４ 
スピーチメモを基に、スピーチ原稿を作る。 
スピーチ原稿を使って、班で練習し助言し合う。 

５・６ 学級全体でスピーチをし、質問や感想を伝え合う。 

実践事例１ 小学校 第４学年 国語科  

＜本実践の概要＞ 
班活動を取り入れ、努力して取り組んでいることについて互いに質問し、努力の成果を認め合

うことで、自己の成長を振り返る活動を行う。 
＜内容の取扱い＞ 
 ○教材を通して、自分の成長を振り返り、次への成長につなげる態度を育成する 
 ・自分自身を見つめたり、他者から認められたりすることで、自分のよさを実感できるように

する。 
○相手の話を肯定的に受け止める態度を育成する 

 ・「聞き手」は、「話し手」の話を肯定的に受け止めていることを伝えられるよう、相づちを
打ったり賞賛したりしながら話を聞くよう声掛けをする。 

＜教科等＞ 特別活動
卒業式、終業式、修了式などを節目とし、

それまでの生活や学習を振り返り、自分の成
長を確かめられるようにする。  

＜教科等＞ 国語
学期末や年度末などに、それまでの生活や学習

について振り返り、作文等に書くことで自分の成
長を実感できるようにする。 

＜教科等＞ 体育 保健体育 
心や体の機能やその発達について知り、自

分の成長の過程を理解できるようにする。

＜教科等＞ 公民（高等学校） 
生涯における青年期の意義を知り、自己の成

長の過程を理解できるようにする。 

(ｱ) 自己の成長を振り返る学習を通して高める 

【特に重点とする観点 「Ａ 自己評価・自己受容」】 

※表中の○数字は、自尊感情の３つの観点の小観点を示しています。「自尊感情や自己肯定感を高めるための指導上の留意点」（30ページ　表10）参照

（ ）評価規準

1

2

3

4
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＜教科等＞ 道徳 
 

生命の尊さを理解し、
かけがえのない自他の生
命を尊重できるようにす
る。 

＜教科等＞ 生活 理科 
 

飼育・栽培活動や、生命につ
いて理解を深める学習を通し
て、生命あるものへの愛着をも
ち、大切にしていこうとする態
度を育てる。 

＜教科等＞ 体育 保健体育
 

健康・安全に関する理解

を通して、自他の生命を大

切にできるようにする。  

（学習内容を習得させることで自尊感情や自己肯定感を高める実践事例） 

 

 
 
「生命の尊さを考える学習」とは 

生命について考え、自分や他者の存在の大切さに気付き、互いに認め合えるようにする学習であ
る。主に観点「Ｂ 関係の中での自己」の内容に当たる。 

 
各教科等における「生命の尊さを考える学習」の例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
１ 単元名  「動物の世界」 
 
２ 本時の目標 
・親が世話をしない動物や小さな動物は、外敵から狙われやすいので産卵数が多いことや、胎生

は卵生より子の生存率が高いことを理解する。 
・哺乳類は、魚類や両生類、爬虫類のように成長と生存を偶然に任せるのではなく、親が外敵か

ら守り成長を支えていくことを理解し、合わせてそのようにして守られてきた自分の生命につ
いて考える。 

 
３ 単元の評価規準 

自然事象への 
関心・意欲・態度 

科学的な思考・表現 観察・実験の技能 
自然事象についての

知識・理解 
動物のからだのつ

くりと働き、動物の
仲間に関する事物・
現 象 に 進 ん で 関 わ
り、それらを科学的
に探究するとともに
生命を尊重し自然環
境の保全に寄与しよ
うとする。 

動物のからだのつく
りと働き、動物の仲間
に関する事物・現象の
中に問題を見いだし、
目的意識をもって観
察・実験などを行い、
事象や結果を分析して
解釈し、自らの考えを
表現している。 

動物のからだのつくり
と働き、動物の仲間に関
する事物・現象について
の観察・実験の基本操作
を習得するとともに、観
察 ・ 実 験 の 計 画 的 な 実
施、結果の記録や整理な
ど、事象を科学的に探究
する技能の基礎を身に付
けている。 

動物のからだのつ
くりと働き、動物の
仲間に関する事物・
現象について基本的
な概念、多様性や規
則性を理解し、知識
を身に付けている。 

 

４ 単元の指導計画 （全 35 時間） 

次 時 学 習 活 動 

 1 「動物の飼育と観察」 

１ ２〜６ 「生物と細胞」細胞のつくり、単細胞生物と多細胞生物 

２ ７〜20 
「動物のからだのつくりと働き」消化と吸収、呼吸の働き、血液の循環、排泄
のしくみ、刺激と反応、からだが動くしくみ 

３ 
21〜28 

(23 本時) 
「動物の分類」動物の分類、無脊椎動物 

４ 29〜35 「生物の変遷と進化」脊椎動物の出現と進化、進化の証拠 

(ｲ) 生命の尊さを考える学習を通して高める 

【特に重点とする観点 「Ｂ 関係の中での自己」】 

実践事例２ 中学校 第２学年 理科  

＜本実践の概要＞ 
本実践では、「卵生」と「胎生」について知り、動物による生存率の違いについて理解する学

習を通して、今ある私たちの生命は、たくさんの人々に支えられて与えられたものであることに
ついて考え、生命を大切にする心を養う学習活動を行う。 
 
＜内容の取扱い＞ 
○ 動物の生態について知ることで、自分の生命について考える 

動物のからだや生命の誕生の様子について知ることで、人間はたくさんの人々に守られ、支え
られて生きている存在であることを気付かせ、一人一人の命を大切にしていく態度を育てる。 
○ 班の中での話合いや班同士の討論を取り入れ、互いの考えのよさに気付く 

班での話合いでは、全員が参加できるように助言し、討論では生徒の考えのよいところを褒
め、学級全体に広げるようにする。 
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＜教科等＞ 道徳 
 

生命の尊さを理解し、
かけがえのない自他の生
命を尊重できるようにす
る。 

＜教科等＞ 生活 理科 
 

飼育・栽培活動や、生命につ
いて理解を深める学習を通し
て、生命あるものへの愛着をも
ち、大切にしていこうとする態
度を育てる。 

＜教科等＞ 体育 保健体育
 

健康・安全に関する理解

を通して、自他の生命を大

切にできるようにする。  

（学習内容を習得させることで自尊感情や自己肯定感を高める実践事例） 

 

 
 
「生命の尊さを考える学習」とは 

生命について考え、自分や他者の存在の大切さに気付き、互いに認め合えるようにする学習であ
る。主に観点「Ｂ 関係の中での自己」の内容に当たる。 

 
各教科等における「生命の尊さを考える学習」の例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
１ 単元名  「動物の世界」 
 
２ 本時の目標 
・親が世話をしない動物や小さな動物は、外敵から狙われやすいので産卵数が多いことや、胎生

は卵生より子の生存率が高いことを理解する。 
・哺乳類は、魚類や両生類、爬虫類のように成長と生存を偶然に任せるのではなく、親が外敵か

ら守り成長を支えていくことを理解し、合わせてそのようにして守られてきた自分の生命につ
いて考える。 

 
３ 単元の評価規準 

自然事象への 
関心・意欲・態度 

科学的な思考・表現 観察・実験の技能 
自然事象についての

知識・理解 
動物のからだのつ

くりと働き、動物の
仲間に関する事物・
現 象 に 進 ん で 関 わ
り、それらを科学的
に探究するとともに
生命を尊重し自然環
境の保全に寄与しよ
うとする。 

動物のからだのつく
りと働き、動物の仲間
に関する事物・現象の
中に問題を見いだし、
目的意識をもって観
察・実験などを行い、
事象や結果を分析して
解釈し、自らの考えを
表現している。 

動物のからだのつくり
と働き、動物の仲間に関
する事物・現象について
の観察・実験の基本操作
を習得するとともに、観
察 ・ 実 験 の 計 画 的 な 実
施、結果の記録や整理な
ど、事象を科学的に探究
する技能の基礎を身に付
けている。 

動物のからだのつ
くりと働き、動物の
仲間に関する事物・
現象について基本的
な概念、多様性や規
則性を理解し、知識
を身に付けている。 

 

４ 単元の指導計画 （全 35 時間） 

次 時 学 習 活 動 

 1 「動物の飼育と観察」 

１ ２〜６ 「生物と細胞」細胞のつくり、単細胞生物と多細胞生物 

２ ７〜20 
「動物のからだのつくりと働き」消化と吸収、呼吸の働き、血液の循環、排泄
のしくみ、刺激と反応、からだが動くしくみ 

３ 
21〜28 

(23 本時) 
「動物の分類」動物の分類、無脊椎動物 

４ 29〜35 「生物の変遷と進化」脊椎動物の出現と進化、進化の証拠 

(ｲ) 生命の尊さを考える学習を通して高める 

【特に重点とする観点 「Ｂ 関係の中での自己」】 

実践事例２ 中学校 第２学年 理科  

＜本実践の概要＞ 
本実践では、「卵生」と「胎生」について知り、動物による生存率の違いについて理解する学

習を通して、今ある私たちの生命は、たくさんの人々に支えられて与えられたものであることに
ついて考え、生命を大切にする心を養う学習活動を行う。 
 
＜内容の取扱い＞ 
○ 動物の生態について知ることで、自分の生命について考える 

動物のからだや生命の誕生の様子について知ることで、人間はたくさんの人々に守られ、支え
られて生きている存在であることを気付かせ、一人一人の命を大切にしていく態度を育てる。 
○ 班の中での話合いや班同士の討論を取り入れ、互いの考えのよさに気付く 

班での話合いでは、全員が参加できるように助言し、討論では生徒の考えのよいところを褒
め、学級全体に広げるようにする。 

※表中の○数字は、自尊感情の３つの観点の小観点を示しています。「自尊感情や自己肯定感を高めるための指導上の留意点」（30ページ　表10）参照

（ ）評価規準

※　

1

2

3

4
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学習形態  
○一斉学習 

集団で思考し、多様な人の考えを交流

することができる。   
○班学習・ペア学習 

話しやすい雰囲気をつくり意見交流を

活発にし、考えを広げたり深めたりでき

る。  

学習方法 
○ディベート 

設定したテーマについて一定の規則に従って行
う討議で、活発な意見交流が期待できる。   
○ポスターセッション 

発表者と聴衆に分かれて、調べたことを伝えた
り質疑をしたりして、意見交換をすることができ
る。  

(ｱ) 友達と関わりながら学ぶ学習形態や学習方法の工夫 

【特に重点とする観点 「Ｂ 関係の中での自己」】 

イ 指導方法を工夫することで自尊感情や自己肯定感を高める実践事例 

 

 

「友達と関わりながら学ぶ」とは  
「自分が周りの人の役に立っている」「周りの人は大切な存在だ」ということに気付かせ、主

に観点「Ｂ 関係の中での自己」を高めていく方法である。本実践では、友達と関わりながら学

ぶことができるよう「学習形態」や「学習方法」の工夫に視点を当てた。  
 

友達と関わりながら学ぶ「学習形態」や「学習方法」の工夫例 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 単元名（教材名） 

「日本を救え！震災復興計画 ～今私たちにできること～」 

本単元は公民科の科目「現代社会」で扱う「私たちの生きる社会」の学習から発展させた単

元である。「現代社会における諸問題」等の学習を踏まえ、課題に対する望ましい解決の在り

方について考案を深めさせる。 
 

２ 本時の目標 

・震災復興をテーマに、様々な観点から課題を追究し、友達の考えに触れながら多面的・多角

的に解決策を考えるとともに、今の自分ができることを明らかにする。 
 

３ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

東日本大震災後の諸

問題に対して、その解

決策を考えるととも

に、今の自分ができる

ことを考えようとして

いる。 

ＫＪ法的な手法を用いて、

友達の様々な考えに触れなが

ら、多面的・多角的に解決策

を考えるとともに、今の自分

ができることについて考え、

表現している。 

諸 資 料 を様 々 な メ

ディアを通して収集

し、課題解決に役立

つ情報を主体的に選

択 し て 活 用 し て い

る。 

東日本大震災

後の諸問題を理

解している。 

 

４ 単元の指導計画（全６時間） 

時 学 習 活 動 

１･２ 東日本大震災後の諸問題について理解する。 

３･４ 東日本大震災後の諸問題について、自己の課題をもち、諸資料を様々なメディアを通し

て収集し、課題に対する自分の考えをもつ。 

５･６ 

本時 

震災復興をテーマに、様々な観点から課題を追究し、友達の考えに触れながら多面的・

多角的に解決策を考えるとともに、今の自分ができることを明らかにする。 

 

実践事例３ 高等学校 第２学年 総合的な学習の時間  

＜本実践の概要＞ ４人班でのワークショップ形式の活動を基本とし、ＫＪ法的な手法などを使

って、自由な発想で考えを出したり、友達の考えを理解したりできるようにしていく。  
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学習形態  
○一斉学習 

集団で思考し、多様な人の考えを交流

することができる。   
○班学習・ペア学習 

話しやすい雰囲気をつくり意見交流を

活発にし、考えを広げたり深めたりでき

る。  

学習方法 
○ディベート 

設定したテーマについて一定の規則に従って行
う討議で、活発な意見交流が期待できる。   
○ポスターセッション 

発表者と聴衆に分かれて、調べたことを伝えた
り質疑をしたりして、意見交換をすることができ
る。  

(ｱ) 友達と関わりながら学ぶ学習形態や学習方法の工夫 

【特に重点とする観点 「Ｂ 関係の中での自己」】 

イ 指導方法を工夫することで自尊感情や自己肯定感を高める実践事例 

 

 

「友達と関わりながら学ぶ」とは  
「自分が周りの人の役に立っている」「周りの人は大切な存在だ」ということに気付かせ、主

に観点「Ｂ 関係の中での自己」を高めていく方法である。本実践では、友達と関わりながら学

ぶことができるよう「学習形態」や「学習方法」の工夫に視点を当てた。  
 

友達と関わりながら学ぶ「学習形態」や「学習方法」の工夫例 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 単元名（教材名） 

「日本を救え！震災復興計画 ～今私たちにできること～」 

本単元は公民科の科目「現代社会」で扱う「私たちの生きる社会」の学習から発展させた単

元である。「現代社会における諸問題」等の学習を踏まえ、課題に対する望ましい解決の在り

方について考案を深めさせる。 
 

２ 本時の目標 

・震災復興をテーマに、様々な観点から課題を追究し、友達の考えに触れながら多面的・多角

的に解決策を考えるとともに、今の自分ができることを明らかにする。 
 

３ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

東日本大震災後の諸

問題に対して、その解

決策を考えるととも

に、今の自分ができる

ことを考えようとして

いる。 

ＫＪ法的な手法を用いて、

友達の様々な考えに触れなが

ら、多面的・多角的に解決策

を考えるとともに、今の自分

ができることについて考え、

表現している。 

諸 資 料 を様 々 な メ

ディアを通して収集

し、課題解決に役立

つ情報を主体的に選

択 し て 活 用 し て い

る。 

東日本大震災

後の諸問題を理

解している。 

 

４ 単元の指導計画（全６時間） 

時 学 習 活 動 

１･２ 東日本大震災後の諸問題について理解する。 

３･４ 東日本大震災後の諸問題について、自己の課題をもち、諸資料を様々なメディアを通し

て収集し、課題に対する自分の考えをもつ。 

５･６ 

本時 

震災復興をテーマに、様々な観点から課題を追究し、友達の考えに触れながら多面的・

多角的に解決策を考えるとともに、今の自分ができることを明らかにする。 

 

実践事例３ 高等学校 第２学年 総合的な学習の時間  

＜本実践の概要＞ ４人班でのワークショップ形式の活動を基本とし、ＫＪ法的な手法などを使

って、自由な発想で考えを出したり、友達の考えを理解したりできるようにしていく。  

※表中の○数字は、自尊感情の３つの観点の小観点を示しています。「自尊感情や自己肯定感を高めるための指導上の留意点」（30ページ　表10）参照

※　
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4

－ 25 －



－ 26 －



※表中の○数字は、自尊感情の３つの観点の小観点を示しています。「自尊感情や自己肯定感を高めるための指導上の留意点」（30ページ　表10）参照
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この中学校では、学校の教育活動全体で組織的に生徒の自尊感情や自己肯定感を高めるため

の教育を推進し、教師が共通理解の下で、様々な実践を行った。その中で、教師は、生徒に自

信をもたせたり、自分のよさに気付いたりする活動を意図的に取り入れていた。その指導の一

部を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、これまでの生徒の学校生活の様子や学習状況などについて担任に尋ねた。すると、次

のような教師の指導や関わり方が日常的に繰り返されていたことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、日々の各教科等の指導と合わせて、生活指導や学級経営、家庭や地域との連携

等の充実を図ることで生徒の自尊感情や自己肯定感を高めていくことにつながることが分かっ

た。 

＜○○さんの担任の話＞  
○○さんは、これまで自分の得意なことを発揮する場面や努力したことを他者から認め

てもらう機会が少ない状況にありました。そこで、○○さんに学級での係活動などの役割

を与え、その役割を果たしたり、努力して取り組んだりしたことに対して「ありがとう」

という言葉を意図的に掛けるようにしました。また、○○さんが学校で努力したことを保

護者に報告するとともに、家庭でも○○さんが努力して取り組んだことを認め、励まして

もらえるよう保護者に話し、学校と家庭が共通理解の下で○○さんに関わるよう努めてき

ました。  
学級では、友達が努力して取り組んでいることを認め、互いに励まし合い、「努力する

人が認められる環境」をつくりました。すると、生徒は、努力している友達を積極的に見

付け、その友達の成果を認め、「私も、○○さんのように頑張ろう」というように、生徒

が互いに高め合う雰囲気ができ、意欲的に活動するようになりました。  
このような生徒の自尊感情や自己肯定感を高めるための指導を、全校で組織的に行うた

めに、担任を受け持つ教員が集まって「担任勉強会」を開き、担任としての悩みを共有し

たり、担任同士が一緒に解決策を考えたりして、生徒への指導や関わり方についての共通

理解を図っています。  

理科の授業では・・・ 

分かりやすい資料の提示をしたり、学習内

容を確認しながら自分で考え書き込めるワー

クシートを作成したりして、生徒にしっかり

と学習内容を身に付けさせる授業を行い、生

徒に「授業が分かる」という自信をもたせる

ようにしました。  
また、討論等の場を設定し、自分の考えを

友達に伝えたり、友達の考えを聞きながら学

び合ったりする活動を取り入れ、自分のよさ

や友達のよさに気付かせる学習活動を行いま

した。  
（実践の詳細については、22～23 ページ 実

践事例２を参照）  

職場体験では・・・ 

事業所の方との交流を通して、直接そ

の人の価値観や生き方に触れることで、

自分の個性やこれからの生き方について

考えさせました。  

また、事業所の方から頼られているこ

とに対する責任感をもたせ、自分の役割

をしっかりと果たしていかなければなら

ないことを理解させることで、自分とい

う存在について考えさせるよう助言しま

した。  

（実践の詳細については、指導資料【発

展編】69 ページ 実践事例 11 を参照） 
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イ 高等学校を対象にした調査結果・高等学校での不登校経験に関するインタビュー調査 

自尊感情の高低に関連する要因として、不登校経験が関連すると考えられることから、

不登校経験が及ぼす自尊感情の傾向について調査した。 

 

 

 

 

＜結果＞ 

 ・「Ａ 自己評価・自己受容」は、「教師関係」「進路」との間に有意な正の相関が見ら

れた。「Ｂ 関係の中での自己」は、学校適応に関する全ての得点との間に正の相関が

有意であった。「Ｃ 自己主張・自己決定」は、「進路」との相関が最も強いが、「学

業」「教師関係」「友人関係」でも正の相関が有意であった。 

・自尊感情と不登校との関連については、自尊感情の３つの観点はいずれも不登校を促進

する「拒否願望」「抑うつ感(※)」と負の相関があり、不登校を抑制する「友人居場所

感」「良好な教師関係」とは正の相関があった。 

※ 「抑うつ感」とは、「夜寝るときに明日のことを考えると憂鬱
ゆううつ

になることがある」「学校に来

ると緊張することがある」という抑うつに関することを示す。 

＜考察＞ 

第一に、「Ａ 自己評価・自己受容」は「教師関係」、「Ｂ 関係の中での自己」は

「友人関係」と「学業」、「Ｃ 自己主張・自己決定」は「進路」がそれぞれ正の影響力

をもつことが示唆された。 

第二に、中学校で休まずに登校した生徒は、高等学校入学後も比較的良好であることに

対し、中学校時に完全に欠席した生徒は、抑うつ感が強く、ほとんど登校することのでき

ない生徒の中には、人間関係での苦手意識だけでなく、抑うつ感のような精神的ダメージ

を伴うものも多いことがうかがえた。 

また、平成 23 年２月～３月、都内公立高等学校において、不登校を経験した生徒を対

象に、不登校になったときの気持ち、周囲の他者からの援助、登校のきっかけ、不登校経

験に対する現在の意味付けについて、質問紙法及び面接による調査を実施した。その結果、

不登校を経験した生徒は、「学校に行かなくてはと思うが行けない」という葛藤や「行っ

たら友達がいないかもしれない」という不安、「行っても教室に入るのが気まずい」など

の実際に登校してみたときのネガティブな感情を抱いていることが分かった。また、不登

校になったときに周囲の他者からしてもらって嬉しかったこととして、「友達がメールを

くれた」などの直接的な働き掛けと同時に、家族が「普通の会話をしてくれた」「話を聞

いてくれた」「先生が必要以上に声を掛けなかった」などの比較的直接的でない働き掛け

などの回答があった。また、10 名中５名の生徒が「放っておいてほしかった」と回答し

ていることからも、心配はされているが過剰に踏み込まれることなく見守られているとい

う周囲の姿勢が生徒を安心させる可能性があることが示唆された。そして、不登校を経験

したことについては、後悔の感情を抱くだけでなく、友達への感謝の気持ちや苦しい経験

を通し、自己を捉え直して自己理解を深めている様子がうかがえた。 

・調査時期  １回目：平成 22 年５月、２回目：平成 22 年９月 

・調査対象  都内公立高等学校第１学年の生徒（242 人） 

・調査内容  自尊感情測定尺度（東京都版）「自己評価シート」（22 項目）、学校生活適応感尺度

（10 項目）、親子関係、出席・遅刻状況、高等学校入学後の変化に関する尺度（11 項

目）、不登校傾向を測る尺度（14 項目）の各尺度の調査結果から、学校適応や不登校に

関する内容等について自尊感情の３つの観点との相関を調査した。 
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イ 高等学校を対象にした調査結果・高等学校での不登校経験に関するインタビュー調査 

自尊感情の高低に関連する要因として、不登校経験が関連すると考えられることから、

不登校経験が及ぼす自尊感情の傾向について調査した。 

 

 

 

 

＜結果＞ 

 ・「Ａ 自己評価・自己受容」は、「教師関係」「進路」との間に有意な正の相関が見ら

れた。「Ｂ 関係の中での自己」は、学校適応に関する全ての得点との間に正の相関が

有意であった。「Ｃ 自己主張・自己決定」は、「進路」との相関が最も強いが、「学

業」「教師関係」「友人関係」でも正の相関が有意であった。 

・自尊感情と不登校との関連については、自尊感情の３つの観点はいずれも不登校を促進

する「拒否願望」「抑うつ感(※)」と負の相関があり、不登校を抑制する「友人居場所

感」「良好な教師関係」とは正の相関があった。 

※ 「抑うつ感」とは、「夜寝るときに明日のことを考えると憂鬱
ゆううつ

になることがある」「学校に来

ると緊張することがある」という抑うつに関することを示す。 

＜考察＞ 

第一に、「Ａ 自己評価・自己受容」は「教師関係」、「Ｂ 関係の中での自己」は

「友人関係」と「学業」、「Ｃ 自己主張・自己決定」は「進路」がそれぞれ正の影響力

をもつことが示唆された。 

第二に、中学校で休まずに登校した生徒は、高等学校入学後も比較的良好であることに

対し、中学校時に完全に欠席した生徒は、抑うつ感が強く、ほとんど登校することのでき

ない生徒の中には、人間関係での苦手意識だけでなく、抑うつ感のような精神的ダメージ

を伴うものも多いことがうかがえた。 

また、平成 23 年２月～３月、都内公立高等学校において、不登校を経験した生徒を対

象に、不登校になったときの気持ち、周囲の他者からの援助、登校のきっかけ、不登校経

験に対する現在の意味付けについて、質問紙法及び面接による調査を実施した。その結果、

不登校を経験した生徒は、「学校に行かなくてはと思うが行けない」という葛藤や「行っ

たら友達がいないかもしれない」という不安、「行っても教室に入るのが気まずい」など

の実際に登校してみたときのネガティブな感情を抱いていることが分かった。また、不登

校になったときに周囲の他者からしてもらって嬉しかったこととして、「友達がメールを

くれた」などの直接的な働き掛けと同時に、家族が「普通の会話をしてくれた」「話を聞

いてくれた」「先生が必要以上に声を掛けなかった」などの比較的直接的でない働き掛け

などの回答があった。また、10 名中５名の生徒が「放っておいてほしかった」と回答し

ていることからも、心配はされているが過剰に踏み込まれることなく見守られているとい

う周囲の姿勢が生徒を安心させる可能性があることが示唆された。そして、不登校を経験

したことについては、後悔の感情を抱くだけでなく、友達への感謝の気持ちや苦しい経験

を通し、自己を捉え直して自己理解を深めている様子がうかがえた。 

・調査時期  １回目：平成 22 年５月、２回目：平成 22 年９月 

・調査対象  都内公立高等学校第１学年の生徒（242 人） 

・調査内容  自尊感情測定尺度（東京都版）「自己評価シート」（22 項目）、学校生活適応感尺度

（10 項目）、親子関係、出席・遅刻状況、高等学校入学後の変化に関する尺度（11 項

目）、不登校傾向を測る尺度（14 項目）の各尺度の調査結果から、学校適応や不登校に

関する内容等について自尊感情の３つの観点との相関を調査した。 
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ウ 自尊感情に関する親子マッチングデータについて

子供の自尊感情の傾向に影響を及ぼす要因として親子関係が考えられることから、子供

と親の自尊感情の傾向についての相関を調査した。 

 

 

 

 

 

＜結果＞ 

・子供と親の自尊感情は、部分的であるが、弱い関連が示された。 

・親が見ている「子供の行動」は、子供自身の自尊感情を部分的に反映しているが、それ

は強いものではなく、むしろ親自身の自尊感情との関連が強い。 

・親が情緒的関与をしている場合、子供の自尊感情も部分的に高まる。

＜考察＞

第一に、子供と親の自尊感情との関連が示されたことから、子供の自尊感情の回復・向

上のためには、親の自尊感情を高めることが大切である。 

第二に、子供の行動特性を肯定的に評価している親ほど、自らの自尊感情も高く評価し

ている。つまり、子供に対する自信（我が子は意欲があり、友達も多く、落ち着いている

という評価）が、親としての自信につながるということを示唆している。しかし、親の自

尊感情の高さが子供への期待を過剰に高めてしまう場合がある。 

第三に、子供に口出しをしたり、たくさんの習い事に通わせたりという統制的な態度が

子供にとってマイナスに作用するわけではないと考えられる。親から支えてもらっている

ことにより、子供は自信をもって自分を主張したり、自分のことを決めたりすることがで

きると考えられる。 

エ 広汎性発達障害があるのではないかと思われる児童・生徒の調査

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・調査時期  平成 22 年 10 月 

・調査対象  都内公立幼稚園の幼児及び小学校の児童、幼稚園及び小学校の保護者 

・調査内容  自尊感情測定尺度（東京都版）「自己評価シート」（22 項目）による保護者自身の自

尊感情の傾向、家庭生活に関する項目（６項目）、親子関係に関する項目（親の養育態

度について 12 項目）、子供の行動面についての評定（自尊感情の高さに結び付くであ

ろう行動特性について 14 項目）、子供の進路についての考え方及び子供と一緒に過ご

す時間 

・調査時期     平成 22 年６月～12 月 

・調査対象（校種） 対象：児童・生徒 都内小学校２校  全学年 （30 学級 1,057 人） 

都内中学校２校  全学年 （27 学級  889 人） 

都立高等学校１校 第１学年（８学級   240 人） 

都立特別支援学校１校   （51 人）合計 2,237 人 

担任教師  対象児童・生徒の教師   （65 人） 

・調査対象（群）  ①群 教師による評価（チェックリストによる判定）により抽出された通常の

学級に在籍する広汎性発達障害の児童・生徒 

②群 特別支援学校に在籍する広汎性発達障害の児童・生徒 

③群 教師による評価（チェックリストによる判定）により抽出された広汎性

発達障害ではない児童・生徒 

④群 教師による評価（チェックリストによる判定）では評価が付かない児

童・生徒の自尊感情の傾向を比較した。 

以上の①②③の３群と④群の自尊感情の状態を比較した。 

※ 教師による評価で使用したチェックリストの項目には、学習関係（「成績が悪いのを悩んでい

る」など７項目）、保護者との関係（「保護者とうまくいっていない」など３項目）、学校での様

子（「場に合った、声の大きさができない」など 17 項目）、性格（「短気で怒りやすい」など９

項目）、運動（「運動全般を嫌悪と感じている」など４項目）、反社会性（「非行傾向（校則違

反・逸脱行為）がある」など３項目）、今把握できる事実（「広汎性発達障害/アスペルガー症候

群と診断されている」など４項目）、自尊感情（「自尊感情が低くみえる」１項目）がある。 
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が国の中学生・高校生は、アメリカ合衆国・中国・韓国と比較して自分の能力に対する信

頼や自信に欠けているという結果が報告されている(財団法人 一ツ橋文芸教育振興会  

財団法人 日本青少年研究所 平成 23 年３月)。 

これらの国際比較研究を踏まえ、日本と中国及び韓国の中学生・高校生の自尊感情の傾

向や学校生活等の現状を把握し、各国の子供の自尊感情に関する特徴を明らかにした。 

(ｱ) 中学生・高校生の自尊感情に関する日本・中国比較研究 

 

 

 

 

 

＜結果＞ 

・自尊感情の傾向については、自尊感情

の３つの観点の全てにおいて、日本の

子供よりも中国の子供の方が高い傾向

を示した。（表 12） 

・友人や教師との関係への適応、学習意

欲、進路意識などの学校環境適応感に

ついては、中国の子供の方が高まる傾

向を示した。（表 13） 

・学校享受感については、中国の子供よ

りも日本の子供の方が高い傾向を示し

た。（表 14） 

  ※ 表 12、表 13、表 14 の得点は、４点満点

とする。 

＜考察＞ 

このように自尊感情と学校適応、発

達・適応の指標となる個人志向性・社会

志向性についての日本と中国の比較では、自尊感情を含むほと

んどの項目（自尊感情３得点、学校適応４得点、個人志向性・

社会志向性４得点）で、日本の子供たちの方が自己評価が低いこ

とが分かった。このことについて、慶応義塾大学の同報告書では、

「日本と中国の文化差（自己を主張し表現することを重視してき

た中国に対し、自我を出し過ぎることを嫌い、謙譲を美徳と考え

る日本）も背景要因として関与しているのかもしれない。」と述

べている。また、「日本では、自尊感情という意識が必ずしもプ

ラスの意味だけに解釈されない可能性があることも示唆され

た。」と述べている。 

表 12 自尊感情に関する日本・中国の比較 

・調査時期及び対象  日本 時期：平成 21 年 12 月～平成 22 年１月 

対象：都内公立中学校及び高等学校の生徒(2,689 人) 

中国 時期：平成 22 年９月～12 月 

対象：北京市の中高一貫校の中学校及び高等学校の生徒（1,011 人） 

・調査内容  自尊感情測定尺度（東京都版）「自己評価シート」(22 項目)、「学校享受感尺度」

(10 項目)、「学校環境適応尺度」(「友人関係適応」、「教師との関係適応」、「学習

意欲」、「進路意識」の項目)(24 項目)、「個人志向性・社会志向性Ｐ尺度」「個人志

向性・社会志向性Ｎ尺度」(30 項目) 

表 13 学校環境適応感に関する日本・中国の比較 

表 14 学校享受感に関する 

   日本・中国の比較 
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(2) 平成 23 年度の調査研究 

平成 22 年度までの調査研究により、これまでのセンターと慶應義塾大学との共同研究によ

り、「自尊感情や自己肯定感」は、学習、友人関係、教師との関係等に関連があることが分か

った。そこで、今年度は、「自尊感情や自己肯定感」と規範意識、社会性、子供の家庭での生

活習慣等との関連について調査を行った。 

 

 

 

 

 

ア 「自尊感情や自己肯定感」と「規範意識」との関連 

＜結果＞ 

・「学校のきまりなどをどう思うか」について調査を行った結果、規範意識と自尊感情や

自己肯定感には関連があり、規範を肯定的に捉えている子供ほど、自尊感情が高い傾向

にあることが分かった。 

＜考察＞ 

規範意識を高めることが、自尊感情や自己肯定感を高めることにつながることが示唆さ

れた。学校のきまりが守れず、注意されることが多い児童・生徒は、自信をもてず、やる

気につながらない姿が見られる。日頃から、教員の共通理解の下、継続的に、校則などの

きまりを守ることを指導することや、小学校・中学校・高等学校で連携した指導について

も充実を図る必要がある。 

また、規範を受容する理由として、小学校・中学校・高等学校ともに、９割以上の子供

が、「人の迷惑になるから」と回答している一方で、「自分を大切にしたいから」と回答

する児童・生徒は５割～６割程度になっていることも分かった。このことから、さらに子

供の内面に根ざした規範意識の醸成を図る必要があることが明らかとなった。 

イ 「自尊感情や自己肯定感」と「家庭での生活習慣」との関連 

＜結果＞ 

・子供が保護者をどのように捉えているかの意識や、家族との過ごし方などに関しての

調査を行った結果、保護者に理解され、認めてもらえていると認識している子供ほど、

自尊感情が高い傾向にあることが分かった。また、家族と一緒に料理をしたり、スポ

ーツをしたりするなどの経験がある子供は、自尊感情や自己肯定感が高い傾向にある

ことが分かった。 

＜考察＞ 

小学生の約 90％、中学生の約 74％、高校生の約 64％が、「相談できる人」について

「家族」と回答していることから、保護者が子供の悩みを受け止めたり、相談を受け入れ

やすい状況をつくったりしていくことが重要である。家庭との関わりが子供の自尊感情や

自己肯定感の高低に関連することを踏まえ、学校では、保護者会や面談等を活用し、家庭

への支援や助言をしていくことが必要である。 

・調査時期  平成 23 年９月～10 月、 

・調査対象  都内公立小学校（520 人）・中学校（454 人）・高等学校（554 人） 

・調査内容  自尊感情測定尺度（東京都版）「自己評価シート」（22 項目）、規範意識に関する尺

度（「授業中は、授業に関係のないことをしてはいけない」など）、社会性に関する尺

度（「ゴミを道に捨てる」など）、親子関係や家族関係に関する尺度（「保護者は、私

のすることによく賛成してくれる」「家族と読書をする」など）、友人関係に関する尺

度（友達の人数や人気のある友達の特徴）等の各尺度の調査結果から、規範意識や社会

性に関する内容等について自尊感情の３つの観点との相関を調査した。 
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第５ 研究の成果と今後の方向性 

１ 研究の成果 

(1) 一人一人の自尊感情の傾向を把握するための方法の提示 

自己評価を行うことが難しい子供の自尊感情の傾向を把握する方法として「他者評価シー

ト」を開発し、それらを用いることで、全ての子供の自尊感情や自己肯定感の傾向を把握する

ことができるようになった。 

(2) 教育活動全体を通して自尊感情を高めるための取組を意図的・計画的・組織的に推進する 

ための方法の提示 

職層に応じた役割分担、自尊感情や自己肯定感を高めるための校内組織づくり、研修の

在り方等を提案するとともに、授業改善を目指した実践事例を提案することができた。 

(3) 自尊感情や自己肯定感を高めるための教育の推進に活用できる指導資料の開発 

自尊感情や自己肯定感に関する研究・研修や教育活動を推進する際に活用できる実践的な資料

（「子供の自尊感情や自己肯定感を高める指導資料」【発展編】）を開発し、学校が家庭や地域

と連携した教育活動等に活用できるようにした。 

２ 今後の方向性 

次年度は、５カ年計画で行ってきた本研究の最終年度となる。よって、これまでの研究成果

の一層の活用と普及・啓発を図るために、次の３点について取り組む。 

(1) 「自尊感情や自己肯定感を高めるための教育」推進校・園の指定を６校・１園に規模を拡

大し、推進校・園を拠点とした子供の自尊感情や自己肯定感を高めるための教育活動を推進

するとともに、開発したシートの有効性を検証する。 

(2) 「子供の自尊感情や自己肯定感を高めるための教育フォーラム」（仮称）を開催し、学

校・家庭・地域が一体となった自尊感情や自己肯定感を高めるための具体的な方策を提言す

るなど、研究成果を広く都民に周知する。また、教員や保護者等が活用できる資料を作成し、

学校等に配布する。 

(3) 平成 22・23 年度に作成した指導資料（基礎編・発展編）を活用した教員研修等を充実さ

せ、研究成果の普及・啓発を行う。 
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